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経験のあるもの 3 名，対照としては一般の人 12 名および口蓋裂患者の母親 12 名を検者とし，正常者
ならびに当日腔外科で口蓋弁後方移動術を受けた口蓋裂患者中，語明度の高いものと低いものを選び
被検者とした。日本語の清音44音，濁音および半濁音 23 音の計 67 の各語音が均等に含まれている単〆
音節，無意味 2 ， 5 音節の検査語集を各音節について30組宛改良作成し，これを用いて，検査語集と
検者の信頼性について検討して，次の結果をえた口











なる 8 才以上のもので，術後経過 1 年以上の 95 名を研究対象とした。これを手術時期により 1，-...;3 ， 4 
""""6, 7,...",,9, 10""""15 才時の手術群および 16 才時以上の手術群に分け，①単音節，無意味 2 ， 5 音節の
語明度，②57音発語時鼻腔漏出気量，③吹き出し時鼻腔漏出気量比について比較検討して，次の結果
をえた口
(1) 手術時期の 1""""3 才時のいわゆる早期手術群において，語明度成績が殊に良好であり， 4"" 6 
才時の手術群がこれに次いでいた。
(2) 1"" 3 才時の手術詳は，他の手術群に比較して，単音節，無意味 2 ， 5 音節の語明度の差が最も
小さかっ 7こo
(3) 1"" 6 才時の手術群は， 7 才時以上の手術群に比較して，日本語の母音ならびに子音の計67音
の発語時鼻腔漏出気量が少なかった。
(4) 1"" 6 才時の手術群は， 7 才時以上の手術群に比較して，吹き出し時鼻腔漏出気量比が小さか
ャ
Vつ 1'- 白
ことばの発達については，学者により意見の相違はあるが， 2"" 3 才頃が最も重要な発達段階であ




以上の点より考えると， 1"" 3 才のいわゆる言語形成期に口蓋裂の形成手術を施行すれば，言語中
枢の発達と相まって，発語時の口蓋諸筋と咽頭括約筋の機能が協調的かつ効果的に発揮されるように
なり，歪んだ構音の習慣をきたすことなく，ことばの回復が良好になるものと推察される。
すなわち，口蓋裂異常音声の回復よりみた口蓋裂形成手術の時期は， 1"" 3 才のいわゆる言語形成











第 E 編は，第 I 編で認められた単音節，無意味 2 ， 5 音節の検査語集および検者により語音発語明
瞭度を検査し，同時に， 67音発語時鼻腔漏出気量と吹き出し時鼻腔漏出気量比を測定して，最適の手
術時期決定について検討を加えたものである。その結果，口蓋裂異常音声の回復よりみた口蓋裂形成
手術の最適時期は， 1""3 才であり，遅くとも 6 才迄に施行するのが効果的であることが明らかにな
っ 7こ。
以上，本論文は，口蓋裂患者の形成手術後の異常音声の回復度および鼻腔漏出気量を指標として，
手術最適時期を明確にしたものであって，口腔外科学に貢献するところ極めて大であり，歯学博士論
文の価値を十分に有するものと認める D
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